
全体 回答４ 回答３ 回答２ 回答１ 回答総数今回（R7 12月） R6 12月 R5 11月 今回肯定率（％） R6 12月肯定率（％） R5 11月肯定率（％）

設問１） 学校の教育活動について、
教職員で日常的に話し合っている。 7 9 0 0 16 3.44 3.35 3.12 100.00 88.20 94.10

設問２） SC、SSWと連携し、
生徒に寄り添いながら生徒指導
や相談支援を行っている。

11 5 0 0 16 3.69 3.65 3.71 100.00 94.10 94.10

設問３） 生徒指導の方針について、教
職員間で共通理解（コンセンサス）が図
られている。

5 8 3 0 16 3.13 3.12 3.12 81.30 76.50 82.40

設問４）計画的で継続性のある進路指
導を行っている。 7 8 1 0 16 3.38 3.00 2.71 93.80 76.50 64.70

設問５） 学校行事が生徒にとって魅力
あるものとなるよう、行事後にアンケー
トを取り、工夫・改善を行っている。

13 3 0 0 16 3.81 3.65 3.47 100.00 94.10 82.40

設問６） ホームページやSNS、さくら連
絡網等を活用し、生徒・保護者や地域
への情報提供に努めている。

11 5 0 0 16 3.69 3.76 3.24 100.00 100.00 88.20

設問７）生徒が生命の大切さや社会の
ルールについて学ぶ機会を提供してい
る。

4 12 0 0 16 3.25 3.06 3.24 100.00 82.40 88.20

設問８）人権尊重に関する様々な課題
について、教職員間で共有している。 3 10 3 0 16 3.00 2.71 2.65 81.30 64.70 64.70

設問９）学校運営に教職員の意見が反
映されている。 5 11 0 0 16 3.31 3.18 2.53 100.00 94.10 47.10

設問10）教職員の適正・能力に応じた
校内人事や校務分掌の分担がなされ、
教職員が意欲的に取り組める環境にあ
る。

5 9 2 0 16 3.19 3.06 2.59 87.50 82.40 58.80

設問11）教職員間の相互理解が十分に
なされ、信頼関係に基づいて教育活動
が行われている。

6 8 2 0 16 3.25 3.00 2.71 87.50 76.50 64.70

設問12）生徒会活動を通じて、主体的
に活動できるよう学校全体で支援して
いる。

4 7 2 0 13 3.15 3.35 3.24 84.60 88.20 88.20

設問13）各分掌や各学年間の連携が円
滑に行われ、有機的に機能している 。 7 5 1 0 13 3.46 3.29 2.88 92.30 82.40 82.40

設問14）校内研修が教育実践に役立つ
よう、計画的に実施されている。 3 7 3 0 13 3.00 2.82 2.82 76.90 64.70 70.60

【記述でのご意見】

　＊なし
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【平均値のレーダーチャート】
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設問１） 学校の教育活動について、

教職員で日常的に話し合っている。

設問２） SC、SSWと連携し、

生徒に寄り添いながら生徒指導

や相談支援を行っている。

設問３） 生徒指導の方針について、教職員間で共通理解（コンセンサス）が図られている。

設問４）計画的で継続性のある進路指導を行っている。

設問５） 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、行事後にアンケートを取り、工

夫・改善を行っている。

設問６） ホームページやSNS、さくら連絡網等を活用し、生徒・保護者や地域への情報提供

に努めている。

設問７）生徒が生命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会を提供している。

設問８）人権尊重に関する様々な課題について、教職員間で共有している。

設問９）学校運営に教職員の意見が反映されている。

設問10）教職員の適正・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担がなされ、教職員が意欲的

に取り組める環境にある。

設問11）教職員間の相互理解が十分になされ、信頼関係に基づいて教育活動が行われてい

る。

設問12）生徒会活動を通じて、主体的に活動できるよう学校全体で支援している。

設問13）各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能している 。

設問14）校内研修が教育実践に役立つよう、計画的に実施されている。
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設問１） 学校の教育活動について、

教職員で日常的に話し合っている。
設問２） SC、SSWと連携し、

生徒に寄り添いながら生徒指導

や相談支援を行っている。

設問３） 生徒指導の方針について、教職員間で共通理解（コンセ

ンサス）が図られている。

設問４）計画的で継続性のある進路指導を行っている。

設問５） 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、行事

後にアンケートを取り、工夫・改善を行っている。

設問６） ホームページやSNS、さくら連絡網等を活用し、生徒・保

護者や地域への情報提供に努めている。

設問７）生徒が生命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会を提

供している。

設問８）人権尊重に関する様々な課題について、教職員間で共有し

ている。

設問９）学校運営に教職員の意見が反映されている。

設問10）教職員の適正・能力に応じた校内人事や校務分掌の分担が

なされ、教職員が意欲的に取り組める環境にある。

設問11）教職員間の相互理解が十分になされ、信頼関係に基づいて

教育活動が行われている。

設問12）生徒会活動を通じて、主体的に活動できるよう学校全体で

支援している。

設問13）各分掌や各学年間の連携が円滑に行われ、有機的に機能し

ている 。

設問14）校内研修が教育実践に役立つよう、計画的に実施されてい

る。
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